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癌細胞株として腸上皮系癌細胞であるCaco-2細胞

株を用いた。アントシアニン系化合物の標品として、

シァニジンとその配糖体、シアニジンー３－グルコシ

ドとシアニジンー３－ルチノシドとを用いた。更に、

シアニジン以外のアントシアニン類として、ペオニジ

ンとその配糖体、ペオニジンー３－グルコシドを用い

た。これらの標品を被検物質として用いて、細胞内抗

酸化作用ならびに細胞増殖抑制効果を測定した。

細胞内抗酸化作用はＤＣＦ法により検出した。マイ

クロプレートで培養中のCaco-2細胞にホルボールエ

ステルで酸化ストレスを与えた後、被検物質を含む無

血清培地で１時間培養した。その後、細胞内の酸化レ

ベルをＤＣＦの蛍光により測定した。

細胞増殖はWST-8法により測定した。マイクロプ

レートでCaco-2細胞を被検物質を含む培地で２日間

培養した後、WST-8を含む培地に交換し、WST-8の

発色を測定した。
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【研究結果と考察】

シアニジンはCaco-2細胞の増殖を顕著に抑制した。

一方、シアニジンの配糖体であるシアニジンー３－グ

ルコシドでは細胞増殖の抑制は見られなかった（図

ｌ）。また、シアニジンにより細胞内の酸化レベルは

減少した。一方、シアニジンー３－グルコシドでは細

胞内の酸化レベルの減少は見られなかった（図２)。

また、シアニジンー３－グルコシド以外の配糖体とし

て、シアニジンー３－ルチノシドを用いた場合でもシ

アニジンー３－グルコシド．と同様の結果を示した（図

３，４)。更に、シアニジン以外のアントシアニン系
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【研究の背景と目的】

ポリフェノールの一種であるアントシアニンはブ

ドウなどの植物に豊富に含まれる色素成分であり、近

年、アントシアニンなどのポリフェノールは動脈硬化

の防止など健康増進に効果があるとして注目されてい

る。しかし、ポリフェノールの影響については科学的

には未だに不明な点が多い。ポリフェノールと称され

る物質は一般に糖が結合したものとしていないものの

混合物であり、これらを厳密に区別して生物学的効果

を観ることはこれまでなかった。そこで､本研究では、

アントシアニン系化合物において配糖体型と非配糖体

型と比較し、化学構造と生物学的な効果との関連をヒ

ト癌細胞株への癌細胞増殖抑制効果ならびに抗酸化作

用について検討した。
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【研究方法】
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図１シアニジンとシアニジンー３－グルコシドの細

胞増殖抑制効果




